
55 

耐久消費財の需要分析について

渋谷行雄

はしがき

耐久消費財の需要を分析する場合，古典的需要理論をあてはめようとす

ると種々なる問題が生ずる。たとえば古典的需要分析における消費財はフ

ローとしてのサービスであるが，これに対し耐久財はストックとして需要

される。また，減価消却の問題，動態的調整の問題等が耐久財の場合特に

重要となってくる。とれに対するStoneの分析は体系的であるとともに実

際的である。また， Chowも貨幣ストックをとりいれたある理論により包
( 3) 

括的研究を行っている。この小論の主要なねらいは， Stoneの需要モテ’Jレ

に基づくモデルにより， Chowのモデルを書き換え，そうすることにより

Chowの経験的結果を吟味するこjとである。

§ 1. 古典的需要分析

古典的需要理論（たとえば， Hicksの「価値と資本」におけるそれ〉に

従えば，ある消費者のある消費財に対する需要量は，彼がその消費財の消

費から得られる効用を，与えられた（諸消費財の〉諸価格および彼の所得

のもとで最大にするよう行動する場合，それら諸価格と所得の函数として

導出することができる。ある財の個人需要函数を集計してその財の市場需

要函数が求まる。いま，すべての個人需要函数は同じ型のものとL，さら

に所得の個人的分布に変化が生じないものと想定すれば，個人需要函数に

関する議論を市場需要函数にあてはめることができる。

最も単純な需要函数は線型で表わされるそれである。古典的需要理論は

線型需要函数について若干の性質を明らかにする。たとえば，合理的消費
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者は，所得および諸消費財の価格が同じ割合で変化しても，その需要量を

変化させないであろうから，需要函数は，所得と諸消費財の価格に関する

零次の同次函数である。したがって，需要函数は，諸財の価格および所得

の函数としての代わりに，それらの変数をある財の価格あるいは所得を

num1昼間ireとして表わした場合の函数として示すことができる。そして，

この零次の同次性は需要の所得および価格に関するそれぞれの弾力性にl

つの制約条件を課すことになる。

個人の需要函数を集計して導かれる市場需要菌数にはすべての個人の所

得がはいることになるが，この場合通常国民総所得ないし平均所得をとる。

また，函数には，すべての価格の代わりに当設財の価格とそれに関係する

若干の財の価格をとる，そしてその他の財については般物価指数で代表

させることがしばしば行われる。また，需要量や所得を平均1人当たりで

表わすことは人口の影響を除くことを意味するが，その際，人口の年齢構

成の変化の影響をも除くため，成人単位〈成人を1とする消費単位〉で表

わすことが望ましい。

§ 2. 動態的需要分析

古典的需要函数は静態的である。すなわち，そとでは，需要の決定因が

変佑しでも，それに対し，望ましい需要量ないし均衡需要は，無時間的に

成立するものと組定されているのである。また，古典的需要分析は，効用

指標函数の独立変数を消賀される量となすが故にフロー分析であるロなぜ

なら，消費されるのはフローとしてのサービスのみであるから・しかるに，

耐久消費財はストックとして需要され，所有され，ストックの減耗分がサ

ービスとして消費される。したがって，耐久財を含む消費財一般の需要を

一層現実的に分析するためには，ストックとフロー，すなわち，一定時点

における保有ストック，純投資，減耗分，購入高等を区別する必要がある。

己れらを区別して分析しようとする場合，問題なのは，まず，乙れら変数
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がすべて観察可能なのではなく，単に購入高のみが通常観察しうるに過ぎ

ないということである。

まず，それらの変数の区別は以下のような定義式によってなされるであ

ろう。

( 1) q=v+u 

〔2〕 Ex=x+v

(3〕 Ew=x+q =Ex+u 

ここで， qは購入， uは純投資， uは消費部分をそれぞれ表わし， zは期

首ストック，したがって， Ex は期末ストックを示す。 Eは品＋•＝ Ex， な

る演算子。また Ewは期末粗ストックを表わす。

さて，観察できる変数は通常 qのみゼあるから，その他の変数をいか

に求めるかが問題である。 qが知られるとしよう，すると減価償却 uが

なんらかの仕方で推定されれば， uは(1）から求められる。他方ストック

Exは，（2〕の zを x=E-'(x＋めによって遂次代置してゆけば，結局

J£-Ov (8=1, －，∞〉の総和として表わされる。

ととろで耐久財の減価償却を求める仕方には種々なるものがある。たと
(2) (3) (4) 

えば，定額法，定率法，償却基金法等， Stone，やChow等の研究におい

ては定率法が用いられている。 Chowの場合，次のようにして減価（償

却〉率が求められている。

( 4) q=Ex rx 

(5〕 r＝三二空
x 

( 6) u=(l r)x 

すなわち，減価率は（1ーのである。 Chowは乗用自動車の場合につい

て（5〕を各年について計測し（Chow,ibid, p. 55, Table 2の k，の値
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がれに当たる〉，それがかなり安定的であることを見出している。彼は，

それら各年の rの算術平均（1942-46年を除く 1921 53年の平均〕とし

て r=O.74485を計測している（cf.Chow, ibid, p.51）。

Stoneの場合，減価償却部分の定式は一層複維である。それは次式によ

り示される。

〔7〕 u＝~翌十 ＿q
n ηz 
I m I , V 
一L－訳語=Iア」み丁て玩..：：1)
=kx＋ゥ~

げ匁－1)

ただし， m';?;n,k= 1竺一一。すなわち，各期において，消費部分Uは，
n〔問 1)

期首ストック zの l/nと，購入分 qの l/nに等しいかそれより小さい

割合 l/mの合計から成るのである。いま， n=lとすれば当該財は全く

消耗財ないし非耐久財であることを意味する。もし， n>lであれば財は

多少とも耐久的なものであることを意味する。この耐久財の場合， もし

問 ＝nであれば，その期の購入が全く期首に集中されることを意味するで

あろう。それゆえ，一般に n>lなる場合には， m>nと想定してよいで

あろう。もし問題の期聞をば， qの資料が入手できる限りの最短の期聞に

とるとするなら，ある期の購入はその期を通じて均等に分散して行われる

ものと想定するのが妥当であろう。いま， m=nとしよう，すると（7〕は

(8 〕 u＝~Ex
と表わされるであろう。いま，〔6）と（8）を比較するため，（1ーの＝院

長了＝bとおこう。すると， αとbは次のように関係する。

(9〕 σ＝や
=(l+G)b 

A Ex 
ただし， G＝~となる成長率。とこで， G が一定であれば， a を用い

ても， bを用いても差は生じない。

さて以上はむしろ定義式である。ストックとしての耐久財に対する需要
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行動はどのように定式化さるべきかが問題である。これについて， Stone

は純投資の需要行動として次のようなモデルを用いる。

(10〕 v=A*(Ex*-x〕

ここで， A＊＝~ で， λ は調整率を示す。この仰は分布している遅

れ Distribntedlagのモデルから Koyckによって導かれた動態的投資函

数と同様な形式である。 Ex＊ は期末の均衡ストックを表わす。すなわち，

(10）は，純投資は期末における均衡ストックと期首ストックとのギャップ

を埋めるためになされるが，実際の投資はこのギャップのある割合のみ実

現されるという行動を表わすのである。 Aはこの割合を示す。

Stoneはとの純投資の動態的行動式を基にして，消費〔減価償却〕需要

および購入需要の動態的行動式を打立てる。すなわち（7〕の消費の定義

式における純投資に対し（10）を代入すれば，消費の行動式となり，また

純投資と消費の両行動式を加え合わせれば購入の行動式となる。ところで，

(10）における均衡ストック Ex＊ は観察可能でない。しかし古典的需要

理論に従って，それは価格と所得の函数と短定することができる。他方，

均衡においては，純投資がゼロである，また期首と期末のストックも相等

しい，したがって（7〕から，

(11）が＝kEx*=a十b（といc(_E_)
¥ftノ ＼pl

ただし， μは貨幣所得， 9は問題とする耐久財の価格， πはその他すべて

の価格の指数，と表わされる。注5の（1 ), ( 2）に（11）を代入して，
(6) 

u, q，それぞれの需要函数が得られるであろう。

以上は単純な線型によって需要菌数を表わした場合であるが，対数線型

としても実質的に変わりない。その場合の uの動態的需要函数は，耐久
( 7) 

消費財として自動車をとる場合，次のように表わされる。

α2) LI同 u=b.山 og山 J.LIlog（与）＋CIー似同x+gJ.
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ここで， dは第1階差を示す。 uは自動車の消費， pは可処分所得匂／π〕

は自動車の価格指数戸のその他の一般物価指数 πに対する比ないし相対

価格， zは自動車の期首ストック。

§ 3 Chowの自動車需要分析の果について

Chowはアメリカにおける乗用自動車に対する需要を，古典的需要理論

ならびに貨幣ストックを導入した彼自身の需要理論に基づいて分析しかっ
( 8) 

自動車需要の予測も行なっている。われわれは， Chowの経験的結果を

Chowのモデルによってではなく，以上のモデルH＂照して吟味しようと思

う。

i. ストヴクに対する需要函数

Chowは古典的需要理論における効用指標函数の独立変数は一定の期聞

に消費される重であると解釈する。とのような効用観をストックとしての

耐久消費財に適用する場合，耐久財はストックとしてというよりむしろフ

ローの総和として把えられる。したがって，耐久財の需要は，将来の各期

において消費ちれるフローの総和に対する需要と解釈される。それゆえ，

耐久財への需要も，所得一主盟冬型からのサービスのフローの価格（および

他の消費財の価格の函数として導かれる。

いまフローの和としての期末ストックをExとし，耐久財からのフロー

としてのサーピユの価格を pとし所得をyとすれば， Exは次のように

表わされる。

(I) Ex＝α＋{3,y+/3，声
あるいは指数関数で表わせば，

(2〕 Ex＝α'Y''P'' 

と表わされる。
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Chow自身は以上の古典的需要菌数に対し貨幣ストックを導入した需

要理論を展開する。その結果彼の需要函数は，上式に貨幣ストック（これ

を M とおこう〕を導入して次のどとくなる。

( 3) Ex＝叶 f3,y+f3,p+f3,M

(4) Ex＝α'Y'' P'' MP• 

ただし， Chowは貨幣ストック M「について2つの係列 MムMaを用い
る。（それについては Chow(1957) pp.41～42を参照せられたい。〉

以上がChowの坊街ストックに対する需要函数のモデルである。 Chow

はとのほか購入に対する需要函数のモテコレを組み立てて，パラメーターを

推定している。

次に，ストックに対する動態的需要モテ’Jレは〔§2.10）から以下のごと

く求まる。

(5〕 Ex=J.E:x;も＋(l－｝.〕z

ただし，とこで nz=nとしているから，が＝J.である。（5〕に対L，上

の（1)を E;ずの式として代入すれば，（5）は

(6〕 Ex=J.α＋J.f3,y+J.f3,p+(l J.)x 

と表わされるであろう。いうまでもなく， J.{3，は所得IC関する， J.f3，は価

格に関するそれぞれ Exの短期係数（限界性向〉である。

ii. 購入に対する需要函数

Chowの自動車購入モデルは，均衡値としての購入需要のモデルと，実

際値としての購入需要のモテツレに分けられる。まず均衡値としての購入需

要モテコレを既述のモテコレに従って書き直そう。 Chowの均衡購入需要モデ

ルは三つのものがある。

第ーのモテツレは， Chowの記号で表わせば

( 1) X,'=X,-kιx,_, 
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である。ここで， XIは f年間に購入された車齢l年の草（つまり新車）

の数， x，はf年末における乗用車ストック，いずれの変数も 1人当たり
の数量で示されている。，，，は f年末において車齢が1年以上である中古

車の1人当たりストックの〔t 1）年末におけるすべての乗用車のl人当

たり旦トックに対する比率である。彼は， k，の値を，実際には，
( 2) k=X,'/X, , 

として計測している，ことでx,oは f年末においてアメリカの消費者に
よって所有されている車齢1年以上の中古車ストック。（cf.Chow ibid. 

p.49, p.51.〕。このように，ムが計測されれば， x，＿， は先決変数である
から， (1）により X，から購入が求められる。（ 1）をわれわれの記号で

表わせば，〔§2, 4）式のごとくなるのであるが，ここで， X人x，を均
衡値としてとれば，均衡｛直を実際値と区別するため＊印を付して，

(3）グ＝Eい－rx
と表わされるであろう。 乙乙で， rはムに当る。いま， Ex＊ に対し，

(§3.i.l.）を代入し，さらに，

(4〕 q＝グ

と仮定すれば，（3）は，

(5) q＝α＋f3,y+f3,P-rx 

と表わされる。ここで TXは所与となるので，乙の（5）のパラメーター

を推定しようとする場合， （q+rx）を regrre阻nd（従属変数〉として，

条件付回帰分析により推定する。以上の購入の第一モデルは，新車と車齢

1年以上の車とが完全に代替財であると想定するものである。

（均衡〕購入需要の第二のモデルは，効用函数における独立変数を購入

量そのものと想定することから生ずるものである。したがって，（新車〉

購入需要は，新車の相対価格と所得の函数となる。 これは，〔4）を仮定

し，また，新車の相対価格を， F とすれば，

(6〕q＝α＋fJ,y+/3,P'
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と表わされる。この第二のモデルは，新車と車齢1年以上の乗用車とがな

んら相互に代替財でないという？限定に基づくものである。

第三のモデルは，第二のモデルについてさらに，新車に対し代昔財とし

ての中古車の相対価格〈これをことでグとおこう〕を導入するものであ

る。すなわち，第三のモデルは

(7〕 q=a’＋b，’Y十b，’＇P'+b，’P'
と表わされる。いま車齢1年以上の中古車の期末ストックを Ex＇と表わ
せば， Eがは，

( 8) Ex＇＝α＋b,y+b,P'+b,p' 
と表わされるであろう。ことで周知のユルツキ一方程式における代替項の

対称性の定理により（8）におけるムと（7〕におけるグの係数 b,'

とは相等しくなる筈である。いま〔8）を書き換えて，

(9〕P"=l/b,(Ex0-a-b,y b,P') 

としよう。この（ 9〕を（7）に｛－＼＇；入して，〔 7）は，

(10〕 q=(a'

表わされる。ここで，

(11) Ex'=rx 
u 

であるから，これを（聞に代入して，（10〕の右辺最後の項は，苛Ex'

"' のかわりに勺＇－－xとおきかえられ， qはy，声1およびZ の函数として

示される。すなわち，第三のモテ＇；レは，

(12) q＝α＋/J,y+ /3,P'+ /3,x 

と表わされる。とこで，各説明変数の係数は， (10〕，（11〕に従って解釈

されるようなパラメーターを表わす。すなわち，

ベ…を），ム＝（b,'-b,-f). flベb，’一九号）./J.,=r-f-
である，
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iii 貯蓄の導入

新車の購入は，また貯蓄の一部を構成する。しかるに Friedmanの恒常

所得仮説により，消費は恒常所得（ないし期待所得〕の一定割合であり，

貯蓄は実際可処分所得マイナス消費であるから，貯蓄は実際可処分所得マ

イナスその期待所得の一定割合でもある，すなわち， sを貯蓄とすれば，

それは，

(1〕 S=J-C=J ky, 

ただし， hは比例定数。そして Chowは購入が貯蓄にも依容すると考え

て（1）の意味における，〔y-ky，） をさらに上の第三のそテソレに導入す

る。それゆえいま第三のモデルとして（ § 3. ii. 12）に（ 1〕の意味におけ

る貯蓄を導入すれば， qは， y，が， y,,xの函数となる。すなわち，貯蓄

の影響を考慮する購入需要函数は，

(2〕 q＝α＋fJ,y+fJJ>'+fJ,'y,+,8,x 

と表わされる。

iv 動態的購入需要毛デル

動態的購入需要モテコレはわれわれのモテ’Jレに従えば次のごとく表わされ

るであろう。

( 1) q=.lEx＊＋ケ ,l)x

ただし，ととで Aは調整率，グc=(lーので減価率，そして〔1〕において

qは，もはや均衡値としてのそれでなく，実際値としての qである。い

ま（1）の Ex＊に対し， （§ 3. i. l〕を代入すれば，

( 2) q=,lα＋ Jf3,y+ J.f3,p+ (r-J.)x 

と表わされる。

v. Chowの経験的結果について

Chowの経験的結果を吟味するため，われわれのそテ’Jレに従って，彼の

需要函数のパラメーターの推定値を一覧表にして示そう。まず，ストック
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A I "5.562 

' B マ 4.264I .0123 Iマ .0193
I (.0011〕I (.0027J 

R＂は重相関係数， sは推定D標準誤差， dは Durbin・Watson Q) dをそれぞれ表わす。マはマイナスo
R＇白列中，アステリスク＊回付されている行の函数のパヲメ｛ターは，表3における対応する審号白岡
数，すなわち，価格を従属変数とする函数から導かれたものである己とを表わす。表2の場合も同じ。
期聞について， Aは1921～53,Bは1921～53，ただし戦中（.1942～46）を除く。 Cは1921～57，粍だい
戦中を除く？

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

1.837 

.285 

.243 

.907 

マ1.041

71. 313 

マ1.026

1. 753 

.774 

1. 745 

7 .676 

マ 5.688

A 

A 

log Ex＊＝叶 p,log p＋んlogMp 

log Ex＊＝α＋B, logy, 
+ p, log P+ p, log M, 

(2da〕＼ logEx＊＝α＋fi, logy 
｜ ＋ん logp十戸slog M, 

(2叩〕 Ilog Ex＊＝α＋ム logy, 
I +fi, log 1叫ん log M, 

勅態的ストック需要咽数

Ex=lα＋λ，B,y＋λp,p+(l l)x 

〕

）

z
 

p

e
一

。“。ム
（

（

 〉ワムM・13
 
5
 
（
 

F
h
u
 
7
 

0
d
 ）
 

4
4
 

4
7
 

1
4
 

R
ν
n
v
 ．．
 
〈

(X4s〕

1. 
2. 

3. 

）
 
6
 
1
 
qu s
 

（
 

注



一d

一
川一↓｜〕

一

7

5

B

B

F
一

＊

＊

却

叫

＊

必

＊

ル

一y

一

l
i
l
l
i
t
－－
1
1
1
1
、ノ
I
l
l
1
1
1
M川
I
l
l
i
－－、
J

一5

一

8
6
3
1
5
5
3
7

J
t一

4
3
5
7
5
7
1
1

1
車

1
6
9
9
9
2
8
4

ス係一

J
J
J
J
J
J
J
J

首

由

一

（

（

（

期

タ

一

｜

マ

マ

マ

マ

数
一
郎

1
4
D
8
2
m，
7
9
m
6
5
め

岬
一

M
m
悶

附

臨

m
w
胸
間
一
山
四

m
m

与

一

（

（

〈

（

一

僻

一

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

一
側
一
山
一
%
白
川
部
お
叫
辺
特
約
九
∞
川
町

D

o

o

o

o

o

m

∞
回
目
∞

m

J
∞

6

・

・

0

・

号

〈

（

（

（

開E1
一
U

2

6

 

数
一

J

出市

マ

間

3

闘
し
｜
E

購入に対する需要函数

静態的購入需要亙数

保

qド＝Ex rx＝α＋p,y，＋んρrx

表2.

? 
' 

器

持ヨ

9

8

3

0

 

4

7

2

4

 

4

5

2

1

 

2

6

1

4

 

．
．
．
．
 

マ

マ

B

B

 

）
 

）

1
 

一定一

oa

－

－

 

（

（

 

1
l
 

）
 
5
 

0
2
 
1
 
3
 

0
ゐ
茜（
 1.468 B qポ＝α＋p,y，＋んが rx 

q・＇＝α＋p,y，＋んがI (?.x) 
( § 3. ii.6) I 

I (2P') q＊＝α＋p,ye+p,p• 

.3882 

巾

出

口

9

3

 

3

7

 

マ

マ

B

B

B

B

 

B q＊＝α十p,ye十戸，，p•+fi>< 

q＊＝α＋fi,y，十んが＋fi,x

q＊＝α十戸，y,+fi2P-rx
I q＊＝叶 p,y+p,p' ＋似
動態的購入需要函数

q事＝α＋fi,y,+ fi,P-rx 

、
ノ
円
J

Z

0

・

3

3

 

（

L
 

〕9hM I
 
－
 
－
 
3
 
5
 
（
 

（！が）

(3s) 

(Ip) 
(§3.ii.5〕

. 0117 I ".  02011 マ .2310' 
'・ I '. I I .858 (.00112 I c.0026) I CL0472ll 

マ.011875 1'7. 020218 マ.22130I 
c.00105oJI (.002603) (.04216)1 .880 

.0779 

C マ .0739

B q=lEx*+(r l)x 

=Aα＋ lp,y + lfi,p十（r-l)x

〉
円
ノ

S

S

 

4

4

 

（

（

 
（
 

）
 。“

－
 
V
 ．
 

3
 

0

。。（ 

由
国



耐久消費財の需要分析についいて 67 

表 3.

番号｜ 価格を従属変数とするストッタ需要函数 IR' ; s ' d 

(ld) IIog pニー3225-.901 log Ex+l.556 logy I .898ー
: : 088）〔.1幻lJ I ' 

(ldt) 11唱 P＝ー.211-.9261哩 Ex十1054 log y+.0138 t j .929 Iー
i c:o75J c.176J 1 ! 

(le) jlogρ＝－6.6J8ー1.053 log Ex＋号134logy, I .948 - ' 1.531 I I 0:063) (.113) I I i （勾＇） jlogρ＝ .432 64Q. log Ex+! 176 1曙 M》 I906ー
I c.os6Jι087) I I 

〔2da〕jlogP= 1. 479ー.762 1昭島＋.589logy+.691 logMaj 920 -

(2ea) llog P= -5.420~：鰐〕1暗＆十i：恕）同；，f~W1唱Mal .951；ー
(2ゆ） l1og P=-5.466~：iiPlogEx+l：智logy，~： ~n)1暗 M,
' (.087) （.幻9) (.182〕｜｜

価格を従属数変とする購入需要調数 ｜ ｜ 

(lp') IP'=ll 291+・3046y,-7飽9(q十四） 卜部41一
山）｜ド12.492」鍛~.JFtwq 12.側広 1.924!-

1仰〕 Ip・=-10. 5~i ~：哲22 y≪ ·i9~~9J41 Jl. 412 I吋－
I I しLI285) (3. 875) I I 
I (3p') iP＇＝ι028+.3239 y,-14.561 q-4.300 x 1 .89o~ 
一一~:_I一一＿（.0237) (3.16め（1.142）＿一一一」一」←一一一
注表1の注2をみょ

に対する需要函数のパラメーターの推定値は表1のように示される。次に

購入に対する需要函数のパラメーターの推定値は表2のように示される。

表 1, 2，において第1列は需要函数の番号を示すが，それは本筋におけ

る番号とその右側にChowの用いた番号を示している。 Chowの自動車需

要函数は多くの場合，自動車の価格を従属変数とする菌数をまず推定し，

それから需要量を従属変数とする函数を導き出している。それは Chow

によれば次のような理由による。すなわち，「一般に承認された経済理論

lに従えば，価格は需要函数と供給函数の交点によって決定されるし，また，

ここで各年末における総ストックの約4分の3は，前年からとり残された

！日ストックから成っているのであるから，供給量はあらかじめ決定済と組

定されている，乙とがこれである。」（Chew(1957) pp.33～34）。われわ

れは表1, 2，において，そのような価格の函数から導かれた需要函数を，

R＇の列でアステリスク〈本印〕を付して示した。また，それら＊印が対
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応する需要函数は表3に示されている。

まず，表I,2，を通じてみられる特徴は，価格を従属変数とするもの

からの需要函数（これをかりにここで派生的需要函数と呼ぼう〉と需要量

を従属変数とする本来の需要函数の相互のパラメーターが著しく相違して

いることである。このことは特に表2において，はっきり見られる。たと

えば， (2x〕と（2ρつ， (3x）と（3p'),(Ix／）と〔IP）等をそれぞれ比

較してみよ。そこでは派生的需要函数のパラメーターの方が一様に高く，

約2倍である。ストック需要函数は，派生的需要函数が対数線型で表わさ

れているのに対L，本来の需要函数は単純な線型で表わされているので直

接パラメーターを比較できない。だが，いま， （Xld〕について p,Exの

問題の期聞に関するそれぞれの平均の値（これを玄FS:としよう〉をとり，

P/Exを求め，これを （Xld〕の価格に関する係数に乗じて，価格声に関

する Exの需要弾力性を求めれば，〔Id〕の価格の係数と比較できょう。

同様にして所得に関する Exの需要弾力性も比較できるであろう。次はそ

のようなパラメーターの比較を示す。

(Id〕

(Xld) 

所得の弾力性

1. 727 

1. 396 

価格の弾力性

マ1.109
マ.549

(le) 2.027 V.950 

(Xie) 1. 8. 4 マ.691 

やはりユトックの需要函数の場合にも価格に関する需要弾力性は本来の需

要函数の方が低ふくXld）の場合は約2分のlで （Xie〕の場合3日パーセ

ント程低い。また，所得に関する弾力性についても本来の需要函数の方が，

10～25パーセント程低い。

このようにパラメーターの推定値に相違がある場合いずれをとるべきで

あろうか。周知のように，価格は需給の交点によって決定される。したが
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って需給函数の体系を次のように考えよう。

(I〕 q，＝町並＋~，y ＋ε1

( 2) q，＝α，p十戸，x+e,
(3〕 q,=q,

ここで， aは需要量， q，は供給量， yは所得， zは賃銀率， pは価格を
それぞれ表わす。 e,，，は撹乱項。これから（3）が成立するとして次の

誘導形式が求まる。

~ ,p 〔4〕 q，＝」'1:'!__._x一三王子－y＋仇
αl一向 町一α2

〔5〕戸＝_b x-__l_;_y河 2
α，－α＇ a，－α2 

ただし，

正ーら一色一一一αz一α2
これは認定の問題においてしばしば用いられる例である。すなわち，（I),

( 2 ), ( 3〕の体系において，価格の誘導形式は需要を決定する価格以外

の要因と供給を決定する価絡以外の要因の函数として表わされる。もし供

給が価格から独立に与えられるものとすれば，価格は需要と一義的に関係

づけられるであろう。また一般に供給の側を無視することができるとすれ

ば，需要の推定は需要函数のみによって行なうことができるであろう。い

かなる場合に供給を無視してさしっかえないだろうか。 Stoneによれば

(Ston.e (1959) pp.GO～62），これに次の3つの場合が考えられる。①需要

函数が正確に求められシフトが無視しうるほど小さい場合，②供給の弾力

性が非常に大なる場合，③価格が需要・供給の同時的関係でなく，たとえ

ば過去の生産費といった過去の変数によって決定される場合，がこれであ

る。 Chowの場合は，自動車の供給がほとんど前期末のストックによって

所与のものとされるのであるから，全く非弾力的な供給曲線であり，その

水準が各期において異なるのであるから，その非弾力的供給曲線がシフト

する場合と考えられよう。乙の場合もし需要曲線が上の①のごとくなるな
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ら供給の側を無視し得るであろう。だが，その乙とは必ずしも価格が全く

供給の側を無視して決定されることを意味しないであろう。上の Chow

の場合は，供給は価格と独立に所与と看なされうるものと考えられている

ので彼のように価格を需要量と需要の他の決定因の函数として表わすこと

ができょう。しかしながら，このような価格方程式は，それが導かれたと

ころの需要方程式に対し派生的関係式である。本来より高い自律度を持つ

行動式は（1〕のような需要方程式である。このような考案に基づきわれ

われはChowの自動車の需要函数に関する派生的需要函数と本来の需要函

数のパラメーターの著しい相違に対L，本来の需要函数のパラメーターの

推定値を一層霊視すべきであると考える。それゆえ，長期のストック需要の

価格に関する弾力性は，上述の表から， 0.95～1.11ではなく，0.55～o.69で

あり，また，表lの （X4s）から，短期の勝力性は， o＇.針となるであろう。
Chowの場合は供給が価格と独立に所与と看なされているのであるか

ら，（1),(2），。〉の体系は次のようになろうロ

U) q，＝α，p+fi,y＋ε： 
(6) q,=q, 

(7) q,=q, 

ここで言は価格から独立に与えられる供給量。したがって， (1)式は（7)

を充たす限り，そのまま価搭の決定式である。また（1)は需要の決定式であ

る。いま，

(8）戸＝r,q,+r,y+s

という価格を従属変数とする，需要函数が考えられるとしよう。（め式の

逆函数

1 _ r, 
(9) q, ＝τァ p -yーε

11 I l 

ただし， hτL，泊三(1）式に一致するとみられるのはベ7〕の条件のもとで
’I 

回帰式としての（1〕ないし（めが完全な函数関係にある場合である。回帰関
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係は通常完全な函数関係にないのでく9）は（1）自身の回帰式と正確に一致し

ない，両者が一致しない場合いずれをとるべきか。もし需要の価格に関す

る弾力性，王＇－ _}q のパラメータを推定するなら(1〕を，価格の需要に関
q ap 

する弾力性（可鎗度自制bility〕， -'L .34のパラメータを推定するならP aq 

〈めを用いるべきなのであろう。

注 1 Chow (1957）。（ζれには大石泰彦博士白邦訳が予定されている。〉また，

Chow (1960）白邦訳も予定されている。なお， Chow(1957）はまた宮川公

男博士によって未公刊ではあるが，日本機械工業連合会白資料として邦訳が

なされている。 Chow由需要理論については拙稿（1961〕においてやや詳し

く述べてあるb しかしそこでは理論田部分白みを展開したDで，本稿におい

ては， Chow白得た経連設的結果白分析と解釈を試みようと思う。

注 2 たとえば，久武（1951〕，第11章減働償却をみよ。

；主 3 Stone (1957〕。

；主 4 Chow (1957）。

注 5 すなわち，消費の行動式は

(1) u=k[JExネ＋(1 J)x〕

また，購入の行動式は（10）と（11〕を加えて，

( 2) q-k[JmEx＊十（1-rm〕x]

となる。

；主 6 たとえば， u白需要函数は，

( 1) u=Ja十品（す）＋λc（す）＋Cl わ加
と求められるであろう。

注 7対数で表わせば以上の諸関係は次白ように示されるであろうe
_, ... I, Ti'＂＂＇艇、 2 「

(1) v＝子 iぽ＝－1ー11
(2〕 u=kEx*'x'-'

( 3) q=mkEx'x坤 Z一千
そして，いま耐久消費財として自動車をとれば，

log P 叶出gρ＋cJlog（主；＋(1 J)J岨kx+gJt
と表わされる。乙れ白第l階差をとれば本丈白（12）式白ごとくなる 0 p, 
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+・ x，等については（12〕をみよ。

注目 Chow (1957）。

注 9 (X4s〕から価格に関する限界性向は， 0.0193，また， pf訴は14.15である
カ益ら， O.Ol93xl4 15=0.2730 
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A Note on Demand Analysis of Durables 

Yukio Shibuya 

This is a note on the empmcal re'lUlts of Dr. G.C. Chow’s Dem・ 
and for Automobiles in the United Stataes, A Study in Co回明mer

Durables, North・Holland, Amsterdam, 1957, and Statistical Dem四 d

Functions for Automobiles and Their Use for Foreacasting, m The 

Demand for Durable Good, ed. by A. C. Hargerger, Chicago Umv. 

Pre田， Chicago,1960, pp. 149-178. 

Dr. Chow develops demand functions for the stock and purchase 

of automobiles. These demand functions are based alternatively on 

the classical theory of demand or his own theory of demand which 

t独自 intoconsideiation the stock of money. Dynamic models of de・ 

mand functions are also statistically t田ted.He, however, est1mat田

parameters of most of these demand functions by taking price of auto・ 

modiles as dependent variable and by deriving demand function as 

its mv官官 function.

It has been f凹 ndin this note that estimates of parameters of 

the derived demand functions from price dependent functions di任er

considerably from those of the〔normal〕demandfunction which 

takes demand as dependent varab!e. The former estimates are nearly 

twice as large as the latter estimates. Thus the problem may be 

that which estimates should be taken as the est1mat田 oftrue 

dem町idfunctions. It has been pointed out that parameters of demand 

functions should be estimated from the normal demand functions. 


